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 以上の基礎実験を確実に行ったことにより、これまで見過ごされていた ①文様のズレ ②色の境目に
防染の白線のないもの ③防染の白線の不均一なもの、といった本研究のテーマに取り掛かることができ
た。これらは「一対の版木で染色後、別の一対の版木で挟み替えて更に染色を加えた」という仮説を立
てての実験である。実際、布帛の挟み替え時の取り扱いや染料の媒染による発色時間の管理を含めた難
問が付随したが、申請者は忍耐強く解決した。 
 よって、版木の挟み替えによる繧繝染表現技法も解明でき、それによる制作品も正確に復元ができ、
十分に見応えのあるもとなり、博士の学位授与に値するものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本研究は正倉院に残る三纈と呼ばれる染色品の内の一つである夾纈、即ち板締め防染による染色技法
の解明である。遺品として現存するものの、技法等に関する資料や文献は発見されていない。これまで
も先行する研究は数例あったものの、十分に解明されたとは言い難い。申請者は先学による研究結果を
一例ずつ丁寧に検証しながら遺品に照らし合わせ、先行のそれら復元品が遺品に合致しない基因につい
て精査検討し復元に当たった。復元実験では版木の材質を換えながら木質の持つ特性を探り、結果ヤマ
ザクラを使用することで良好な防染状態が得られた。また一対の版木による布帛の圧着についても、均
一な状態を保持するための実験が幾度となく繰り返されている。染色工程においては遺品に則して染料
及び媒染剤を選定し、合致した色相再現結果が得られるよう工夫がなされた。１．と２．の夾纈羅幡に
使用されている布帛については、蚕そのものが当時のものとちがい、遺品と同質の羅が今日織ることが
できないため、やむなく平絹を使用した。夾纈技法による染色復元としてはまったく問題ないが、今後
同質の羅が復現されることがあれば、本研究も完璧なものになる。 
  
 以上の各々の工程毎、細部にわたっての工夫による実験結果として、これまで気付かれ無かった、防
染による輪郭線の不均一やその輪郭線すらみられないものが技法にあったことを解明し、あるいは繧繝
彩の表現技法の解明にも至ることができた。このことは、インドのアーメダバードで染色用の版木が発
見されるまで“幻の染”と言われていた夾纈の謎が解けたように、夾纈染研究の新たな進展とみること
ができる。しかも高い再現性が得られたことも含め、全ての点において格段の評価が出来る。 
 これらの高結果に至らしめた要因は、取りも直さず申請者に内在する高い想像力によりこれまで気付
かれずにあったものに着眼し、如何なる方法によりその現象が表現されているかを解明できたことによ
ると確信するところである。 
 以上の成果をふまえ、論文審査及び作品審査により博士の学位授与に十分値するもと判断する。 
 
